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　2．［招待論文］IBM のバーチャル入社式に見るバーチャル空間やイベント作成における実践的工夫や考慮ポイント
  （岡本茂久・植井健太朗・呉　采玲）
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事例として─（山口武彦）
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  （山口 一弘・井熊了一・大西海里・坂本雄児）
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情報処理学会トランザクションデジタルプラクティス

https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0502s.html

〔投稿締切〕2023 年 8月 7日（月）9：00

特集号論文募集
「人とロボットが共存し協調して働く社会のプラクティス」

先進国では少子高齢化の進展により生産年齢人口が減少するために省力化や自動化などへの対応やパンデミックへの対応が求めら
れる中、ドローン（無人航空機）やロボットへの期待はますます高まっており、ロボット技術で社会課題を解決するために新たな
挑戦が始まっています。すでに、ロボットレストラン、ロボットカフェなどで働くロボットが人間と協働しています。また、過疎
地域等における配送の効率を向上させることで、運輸部門のCO₂の削減と物流網の維持を図ったり、買物が不便な地域における
生活の利便性を維持したりした上で、さらに災害時等においても活用可能な物流手段としてドローンを導入する実証実験が行われ
ています。ドローンや自動配送ロボット（自動運転ロボット）によるサービスを実現するために法整備も進められています。

しかし、ドローンや自動配送ロボットなど、ハードウェアの方に注目が集まっていますが、通信も含めたインフラの整備を一体的に
やらないと、社会実装は難しいでしょう。たとえば、自動配送ロボットやドローンの導入が期待されている通信環境が脆弱な中山

間地等における情報通信インフラに関する課題解決へのアプローチが十分に検討されているとは言えません。これらの解決に
資する情報処理技術に関する期待はあるのですが、その必要性が十分に認知されていない状況です。また、人工知能による画像
処理の実用例も増えてきていますが、適用する分野（たとえば、廃棄物処理・リサイクル）では、多種多様な情報を学習させる
必要があり、かつ汎用性があるビッグデータの取得が難しい状況にあります。つまり、情報処理に要する労力が大きい割には、
高いパフォーマンスが得られていないようです。さらに、産業用ロボットは、専用に設計されたエリアに固定され、100％精密に
動きますが、人間と一緒に働く協働ロボットやサービスロボットでは想定外に起こる事故への対応力が問われます。人工知能や
IoT技術等の活用を通してロボット自らが学ぶことを可能にする機能が加わることにより管理や制御ができるようになれば、自律化
された人工知能を搭載したロボットは、たとえ事故が発生しても、人間のようにその場で自ら適切な対処法を判断して実行できる
ようになります。一方、ロボットにも可能になるように技術要素を積み上げていくだけではなく、ロボットの動静を見張る管理も
必要となります。

そこで、人とロボットが共存し協調して働く社会に着目し、ドローンやロボットなどの技術開発、製品／サービス開発、実証実験
などの実践を通して得られた有用な情報処理に関する課題や知見を含むプラクティス論文の投稿を募集します。

次のようなトピックを歓迎しますが、必ずしもそれにとらわれることはありません。

• 実証実験プロジェクトから得られた情報処理に関する課題や知見
• 製品／サービス開発から得られた情報処理に関する課題や知見
• 分野を越えたロボット活用の実証実験から得られた情報処理に関する課題や知見

※投稿要領：Webサイトをご覧ください→  https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0502s.html（応募資格は問いません）
※掲 載 号：2024年4月号 （Vol.5 No.2）
※ 特集号編集委員：

（論文募集公開時点 （2023年4月））

論文誌デジタルプラクティス
委員長：小野田 弘士（早稲田大学）、江谷 典子（ANA）、佐藤　聡（筑波大学）
副委員長：坂下 　秀（アクタスソフトウェア）、藤瀬 哲朗（三菱総合研究所）
編集委員：青木学聡（名古屋大学）、荒木拓也（日本電気）、石井一夫（公立諏訪東京理科大学）、
飯村結香子（NTTソフトウェアイノベーションセンタ）、今原修一郎（東芝）、岩倉友哉（富士通）、鬼塚　真（大阪大学）、
鎌田真由美（日本マイクロソフト）、上條浩一（東京工科専門職大学）、斎藤彰宏（日本IBM）、坂下幸徳（ゼットラボ）、
佐藤裕一（富士通）、澤邉知子（日本大学）、立床雅司（三菱電機）、戸田貴久（電気通信大学）、長坂健治（キンドリルジャパン）、
西尾直也（日立製作所）、新田　清（ヤフー）、濱崎雅弘（産業技術総合研究所）、平井千秋（日立製作所）、
福原知宏（マルティスープ）、藤原一毅（国立情報学研究所）、藤原真二（日立製作所）、細野　繁（東京工科大学）、
三宅悠介（GMOペパポ）、横井直明（日立製作所）、吉野松樹（日立製作所）、除補由紀子（NTT ソフトウェアイノベーションセンタ）

ニューロバースを外在化する
われわれは外界からの入力がなくて想
像したり夢を見たりすることができま
す。知覚も外界の単なるコピーではな
く、主観的な見え方は物理世界からズ
レています。脳は外界を独特な仕方で
コード化した世界のモデル（ニューロ
バース）を構築していると考えること
ができるでしょう。この講演では、
ニューロバースの外在化・共有化とい
う視点から脳情報解読研究を俯瞰し、
ブレイン－マシン・インターフェース
（BMI）の今後の展望を議論したいと
思います。

会場：IPSJ VIRTUAL HALL（オンライン）
参加：会員・非会員を問わず無料
配信：YouTube Live
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AIを知る前に
脳のシステム・アーキテクチャー

脳の見方：知能の探求
清野躬行著

Ｂ５判・並製・552ページ・図表175点　定価：4,950円（税込）
講談社エディトリアル　ISBN978-4-86677-103-8 C3040

著者プロフィール：清野躬行（せいの・みゆき）
1938年、旧満州国生まれ。 1963年、東北大学工学部
電気系修士課程修了。 同年、日本IBM社にSEとして
入社。 1996年に同社を主席システム・エンジニア時
に退職。 同年から(有)清野情報システムにて知能関
連研究に従事。 電子情報通信学会シニア会員。

株式会社講談社エディトリアル
〒112-0013   東京都文京区音羽1－17－18  護国寺SIAビル６F　TEL：（代表） 03-5319-2171  （販売） 03-6902-1022

著者
1938年、旧満州国生まれ。 1
電気系修士課程修了。 同年、日
入社。 1
に退職。 
連研究に従事。 電子情報通信学会シニア会員。

株式会社講談社エディトリアルアルア
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〔表 2対向〕

第１章　システムのクラウド移行・導入をデザ
インする

1.1　本書を読み始めるにあたって
1.2　クラウドを活用するメリット
1.3　クラウドコンピューティングの用語
1.4　クラウド移行・導入によってシステム

はどう変わるのか
1.5　活用するクラウド環境の選び方
1.6　システムインテグレータとしてのメ

リット
1.7　クラウドシステムの活用のポイント
1.8　クラウドへの移行・活用戦略
1.9　クラウドのマネージドサービスで合理

的なシステムを構築
1.10 Well-Architected フレームワークの

活用
第２章　クラウドのアーキテクチャを正しく理

解する
2.1　クラウドを理解する

2.2　クラウドの利用形態を知ろう
2.3　クラウドのサービスモデルを知ろう
2.4　クラウドにおけるコンピューティング

の仮想化
2.5 Kubernetes でコンテナを管理する
2.6　クラウドネットワーク
2.7　クラウドストレージ

第３章　クラウドにおけるアプリケーションの
開発と運用

3.1 クラウドにおけるアプリケーション開発
3.2　クラウドアーキテクチャの選択
3.3　アプリケーションの移行方法
3.4　クラウドネイティブ
3.5　クラウドに合わせてアプリケーション

をデザインする
3.6　マイクロサービスアーキテクチャ
3.7 DevOps と CI/CD
3.8　クラウドにおける監視
3.9 SRE

第４章　クラウドセキュリティの考え方と実践
4.1　クラウド利用システムのセキュリティとは
4.2　クラウド利用システムの具体的なリスクと全

体像
4.3　セキュリティ技術対策
4.4　安定性の確保
4.5　セキュリティ組織対策
4.6　クラウド関連事業者に対する要求事項
4.7 クラウドセキュリティ対策にかかわる参考情報

第５章　ハイパフォーマンスマシン，モビリティのク
ラウドアーキテクチャ

5.1　人工知能クラウド基盤を提供するABCI
5.2　交通を変えるモビリティクラウドサービス

第６章　情報管理と法制度
6.1　知らないでは済まされないクラウドの情報管

理と法制度
6.2 クラウド上で処理される情報に関する法的責任
6.3　国境を越えるクラウドと外国法の適用

クラウドシステム移行・導入
アーキテクチャからハイブリッドクラウドまで

◆最新刊のご案内

　自社システムをクラウドに移行する，あるいは自社システムにク
ラウドを導入するうえでの標準的なプロセスや必須知識を網羅した
書籍です．AIOps，CI/CD，DevOps，IaaS/PaaS/SaaS/IDaaS/
MaaS，Kubernetes，VPC などのいま１つよくわからない専門
用語の１つひとつを，IT 技術者向けにていねいに解説しています．
　まずクラウドシステムを使ううえでの考え方からスタートして，
クラウドシステムに関連した主な技術，考えるべき指針についてわ
かりやすく解説しています．さらに，各種規制への対応についても
述べています．現在のクラウドシステムを支えている技術は高度か
つ複雑であり，しかも日進月歩で進化しています．
　本書を読むことで，クラウドの移行・導入の全体的なイメージを
つかむことができ，取り組むべき課題がみえてきます．

◆本書に関するお問合せ◆
株式会社オーム社 編集局　編集部門 編集第４グループ
TEL 03（3233）0794　　FAX 03（3293）6889 E-mail i.tsunoda@ohmsha.co.jp

定価 3,300円（本体3,000円＋税）
A5判／248頁　ISBN978-4-274-22836-0

目　次

従来のシステムをクラウド
システムに移行させるうえでの
標準的なプロセスや必須知識を網羅

情報処理学会 監修／金子　格（東北大学）編著
石黒　正揮（株式会社 三菱総合研究所）
小川　宏高（産業技術総合研究所）
小向　太郎（中央大学）
櫻田　武嗣（アマゾンウェブサービスジャパン合同会社）
千葉　立寛（日本アイ・ビー・エム株式会社）
林　　良一（日本電信電話株式会社）　　共著 2022年

発行
3月24日
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〔前付 1〕

●  放送・通信融合時代における映像・音響の新しい放送サービスに関する技術の研究・開発

●  XR技術など拡張現実、仮想現実、複合現実に関連した新しい放送サービスの研究・開発

● 送信、受信、伝送、再生または表示の技術に関する研究・開発

●  映像・音響にかかわりのある基礎的研究および人間の生理・心理等に関する研究

など

公益財団法人 放送文化基金

技
術
開
発
へ
の
助
成

詳しくはホームページをご覧ください。

　申請期間は、毎年9月1日～30日。1件当たり申請限度額 500万円

若手研究者を応援 

ITText シリーズ 情報処理学会編

注文はオーム社Webサイトまで

▶https://www.ohmsha.co.jp/tbc/text_series_0202.htm

価格は変更する場合があります。

大学・工業高校・専門学校などで
教科書・参考書としてお使いいただけるシリーズです。

情報セキュリティ（改訂2版）
宮地充子・菊池浩明 編
　A5判／288頁／定価3,300円（税込）

情報システムの分析と設計
伊藤 潔・明神 知・冨士 隆・川端 亮・熊谷 敏 ・藤井 拓 著
　A5判／272頁／定価3,300円（税込）

データサイエンスの基礎
田栗正隆・汪 金芳 著
　A5判／264頁／定価2,970円（税込）

深層学習
柳井 啓司・中鹿 亘・稲葉 通将
　A5判／288頁／定価3,300円（税込）

新刊

https://www.ohmsha.co.jp/tbc/text_series_0202.htm
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https://www.tome.jp/
https://www.tome.jp/business/kenshouronbun.html


https://www.forum8.co.jp/
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情報処理学会トランザクションデジタルプラクティス

https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0502s.html

〔投稿締切〕2023 年 8月 7日（月）9：00

特集号論文募集
「人とロボットが共存し協調して働く社会のプラクティス」

先進国では少子高齢化の進展により生産年齢人口が減少するために省力化や自動化などへの対応やパンデミックへの対応が求めら
れる中、ドローン（無人航空機）やロボットへの期待はますます高まっており、ロボット技術で社会課題を解決するために新たな
挑戦が始まっています。すでに、ロボットレストラン、ロボットカフェなどで働くロボットが人間と協働しています。また、過疎
地域等における配送の効率を向上させることで、運輸部門のCO₂の削減と物流網の維持を図ったり、買物が不便な地域における
生活の利便性を維持したりした上で、さらに災害時等においても活用可能な物流手段としてドローンを導入する実証実験が行われ
ています。ドローンや自動配送ロボット（自動運転ロボット）によるサービスを実現するために法整備も進められています。

しかし、ドローンや自動配送ロボットなど、ハードウェアの方に注目が集まっていますが、通信も含めたインフラの整備を一体的に
やらないと、社会実装は難しいでしょう。たとえば、自動配送ロボットやドローンの導入が期待されている通信環境が脆弱な中山

間地等における情報通信インフラに関する課題解決へのアプローチが十分に検討されているとは言えません。これらの解決に
資する情報処理技術に関する期待はあるのですが、その必要性が十分に認知されていない状況です。また、人工知能による画像
処理の実用例も増えてきていますが、適用する分野（たとえば、廃棄物処理・リサイクル）では、多種多様な情報を学習させる
必要があり、かつ汎用性があるビッグデータの取得が難しい状況にあります。つまり、情報処理に要する労力が大きい割には、
高いパフォーマンスが得られていないようです。さらに、産業用ロボットは、専用に設計されたエリアに固定され、100％精密に
動きますが、人間と一緒に働く協働ロボットやサービスロボットでは想定外に起こる事故への対応力が問われます。人工知能や
IoT技術等の活用を通してロボット自らが学ぶことを可能にする機能が加わることにより管理や制御ができるようになれば、自律化
された人工知能を搭載したロボットは、たとえ事故が発生しても、人間のようにその場で自ら適切な対処法を判断して実行できる
ようになります。一方、ロボットにも可能になるように技術要素を積み上げていくだけではなく、ロボットの動静を見張る管理も
必要となります。

そこで、人とロボットが共存し協調して働く社会に着目し、ドローンやロボットなどの技術開発、製品／サービス開発、実証実験
などの実践を通して得られた有用な情報処理に関する課題や知見を含むプラクティス論文の投稿を募集します。

次のようなトピックを歓迎しますが、必ずしもそれにとらわれることはありません。

• 実証実験プロジェクトから得られた情報処理に関する課題や知見
• 製品／サービス開発から得られた情報処理に関する課題や知見
• 分野を越えたロボット活用の実証実験から得られた情報処理に関する課題や知見

※投稿要領：Webサイトをご覧ください→  https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0502s.html（応募資格は問いません）
※掲 載 号：2024年4月号 （Vol.5 No.2）
※ 特集号編集委員：

（論文募集公開時点 （2023年4月））

論文誌デジタルプラクティス
委員長：小野田 弘士（早稲田大学）、江谷 典子（ANA）、佐藤　聡（筑波大学）
副委員長：坂下 　秀（アクタスソフトウェア）、藤瀬 哲朗（三菱総合研究所）
編集委員：青木学聡（名古屋大学）、荒木拓也（日本電気）、石井一夫（公立諏訪東京理科大学）、
飯村結香子（NTTソフトウェアイノベーションセンタ）、今原修一郎（東芝）、岩倉友哉（富士通）、鬼塚　真（大阪大学）、
鎌田真由美（日本マイクロソフト）、上條浩一（東京工科専門職大学）、斎藤彰宏（日本IBM）、坂下幸徳（ゼットラボ）、
佐藤裕一（富士通）、澤邉知子（日本大学）、立床雅司（三菱電機）、戸田貴久（電気通信大学）、長坂健治（キンドリルジャパン）、
西尾直也（日立製作所）、新田　清（ヤフー）、濱崎雅弘（産業技術総合研究所）、平井千秋（日立製作所）、
福原知宏（マルティスープ）、藤原一毅（国立情報学研究所）、藤原真二（日立製作所）、細野　繁（東京工科大学）、
三宅悠介（GMOペパポ）、横井直明（日立製作所）、吉野松樹（日立製作所）、除補由紀子（NTT ソフトウェアイノベーションセンタ）

ニューロバースを外在化する
われわれは外界からの入力がなくて想
像したり夢を見たりすることができま
す。知覚も外界の単なるコピーではな
く、主観的な見え方は物理世界からズ
レています。脳は外界を独特な仕方で
コード化した世界のモデル（ニューロ
バース）を構築していると考えること
ができるでしょう。この講演では、
ニューロバースの外在化・共有化とい
う視点から脳情報解読研究を俯瞰し、
ブレイン－マシン・インターフェース
（BMI）の今後の展望を議論したいと
思います。

会場：IPSJ VIRTUAL HALL（オンライン）
参加：会員・非会員を問わず無料
配信：YouTube Live

オンライン交流会［情報処理学会個人会員限定］

情処ウェビ
ナー

神谷 之康
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京都大学情報学研究科 
情報学専攻脳認知科学講座 教授
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デジタルプラクティスコーナー：XR最前線～メタバースがやってくる～
教育コーナー：ぺた語義
連　載： 5分で分かる!?有名論文ナナメ読み／ 教科「情報」の入学試験問題って？／

先生，質問です！／情報の授業をしよう！／博士号とった人に聞いてみた／ビブリオ・トーク
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